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堺市緑の工場ガイドライン～Ⅱ  地域社会への貢献～  

Ⅱ－３ 地域文化への配慮 

 視点  

工場が地域に定着し、地域の人々に愛着を持たれるためには、地域の歴史・文化に配慮し、

地域らしさを備えた工場となる必要があります。このような観点に配慮し、地域社会と融合し

た個性的な工場をめざしましょう。  

 配慮事項例  

｜地域の歴史・文化を象徴する要素を取り入れた文化施設、ひろば等の環境施設の計画  

｜地域特性やその強化・向上に配慮した樹種の選定や緑地の配置  

｜地域らしいシンボルツリーやシンボルカラーの採用等  

 

Ⅱ－４ 維持管理段階での対応 

 視点  

大規模な工場群で構成する工業地域は、夜間や休日は閑散とし、時には治安面で不安にな

ることがあります。市街地に隣接する市内の工業地域は、工場だけで隔離されたものではな

く、人・もの・情報の集まる場とする必要があります。  

 各工場では、緑地等の環境施設を設置後も質の高い緑地形成を維持管理し、一般の人々と

も維持管理面で協力できるような体制づくりに努めましょう。  

 配慮事項例  

｜緑地や広場の一部を、日時を限って、一般の人々に開放  

｜開放時の運営について、地域の人々と協働で企画・実施 (ex.地域の歴史・文化的イベントの

復活) 

｜維持管理活動の一部を、地域の人々と協働で実施等  

 参考事例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

｜地元小学生による植樹｜  

大阪ガス（株）  

 

 


